
浮
島
湿
原

の
調
査

(第

一
年
次
)
を
お
え

て

成

田

新

太

郎

は
じ
め
に

「
神
代

の
昔
、
男
体
大
雪
山

の
精
と
、
女
体
天
塩

岳

の
精
が
悲
恋
に
泣

い
て
姿
見

の
沼
を

つ
く
り
、

ま
た
想

い
を
通
わ
す
浮
島
を

つ
く

っ
た
。」
先
人
た

ち
は
、
浮
島

を
こ
の
よ
う

に
伝
説

の
中
で
い

っ
て

い
る
。

私

た
ち
は
故
郷

に
大
雪
を
も
ち
、

こ
の
浮
島
を

も

つ
町
民

で
あ
る
。
私
た
ち

は
こ
の
自
然
に
恵
ま

れ

た
中

で
自
分
達

の
足
元
を
し

っ
か
り
見

つ
め
、

学
習
す

べ
く
今
回
、
浮
島

の
総
合
的
な
調
査
を
お

こ
な

っ
た
わ
け
で
あ

る
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
や
資
料

の
不
足
、

時
間

の
絶
対
量
な
ど
か
ら
、
不
充
分
な
第

一
年
次

に
終

っ
た
。

今
後
、
会
と
し
て
は
長
期
的
な
展
望

に
た

っ
て

充
分
納
得

の
い
く
結
論
が

で
る
ま

で
継
続
し
て
い

く

つ
も

り
で
あ
る
。

一
、

位
置

・
地
形

浮
島
湿
原
は
上
川
郡
上
川
町

の
行
政
区
域
内
、

上
川
営
林
署
第
七
九
林
班

の
事
業
区

に
含
ま
れ
、

東
経

一
二
四
度
五
八
分
、
北
緯
四

三
度
五
六
分
に

位
置

す
る
。
石
狩
川
支
流

ル
ベ

シ
ベ
川
分
流
ポ

ン

ル
ベ
シ
ベ
川
を
滝

の

上
町

よ
り

に
の
ぼ

っ

た
標
高
約

八
七
二

m

に
東
西
約

二
、
㎞
南

北
約

一
㎞
に

「
へ
の

字
」
状

に
広

が
る
。

高
層
湿
原
台
地
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
大
小
約

七

つ

以
上

の
池
涯
が
点
在
し
、
浮
島
を
持

つ
も
の
も
数

池
漉
あ

る
。

こ
れ
ら

は
、
湿
原

の
成
長

や
形
成
過

程

の
そ
れ
ぞ
れ
が
見
ら
れ
る
貴
重
な

も

の

で

あ

る
。
な
お
、
池

港
の
最
大
は
経
五

一
m
に
及
ぶ
も

の
が
あ
り
、
水
深
は
岸
か
ら
直
線
的

に
深

ま
り
水

底

は
平
均
化
さ
れ
て
い
て
、
あ
ま
り
凹
凸
が
今
回

の
計
測

で
は
な
く
最
大
二
五
〇

㎝
、
平
均
八
○
～

一
八
○

㎝
で
あ

っ
た
。
水
質

は
P
H
で
五

・
六
～

八

・
○

で
酸
性
、
水
温

一
四
～

一
六

・
五
度

で
水

生

昆
虫
、
両
棲
類
が
い
る
。

二
、
附

近
の
地
質

一
帯

の
岩

石
は
鮮
新
世

の
地
層
、
同
期

の
火
山

岩
類

で
、
笹
山
熔
岩
と
呼
ば

れ
る
輝
石
安
山
岩
で

あ

る
。

基
盤
岩

は
、
先
白
亜
約

の
日
高
層
郡

に
属
す
る

黒

色
粘
板

岩
硬
質
砂
岩

で
あ
る
。

こ
れ
と
笹
山
熔

岩

と

の
不
整
合
が
推
定
さ
れ
、
柱
状
、
板
状
節
理

が
発
達

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
上

に
湿
原
植
物

の

堆
積

で
泥
炭
層
が

で
き

て
い
る
。

一
部

の
池

涯
壁

で

一
六
〇

㎝
以
上
の
泥
炭
層
内

に
、
火
山
灰
～
粘

土

の
介
在
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
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三
、
植

物

湿
原
を

と
り
ま
く

周
辺
は

一
面

の
チ
シ

マ
ザ
サ
に
お
お
わ
れ

小
低
木
類
、
ダ

ケ
カ

ン
バ
、
ア
カ

エ
ゾ

マ

ツ
、
ク

ロ
エ
ゾ

マ
ツ

を
主
と
す

る
針
広
葉

樹

の
混
交
林

で
あ
る

が
、
密
生

は
し
て

い

な

い
。

湿
原
植
物
は
大
雪
山
湿
原

の
植
物
と

は
大
差
が

な

い
が
、
標
高
そ

の
他
周
囲
の
環
境

の
影

響
を
受

け

、
総
体
的

に
は
若
さ
を
保

っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

つ
ま
り
、
発
達
し

つ
つ
あ

る
池
漉
、
草
原

へ
の
移
行
、
乾
燥

地
の
発
展
、
さ
ら
に
湿
原

の
拡

大
な
ど
が
見

ら
れ

る
植
生
を
示
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査

で
は
、
し
だ
六
種
、
裸
子
三
種
、

被
子
二
八
科

七

一
種
、
群
苔
九
種
の
確
認
を
得
た

が
、
今
後

の
継
続
調
査

に
よ

っ
て
種

の
拡
大
が
推

定
さ
れ
て
い
る
。

三
、
動

物

今
回
は
鳥
類
、

昆
虫

の

一
部
を
対
象

と
し
て
調

査
を
進
め
た
。

鳥
類
は
湿
原

そ
の
も
の
を
生
息
地
と
し
て
い
る

も

の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
池
漉
も
水
鳥

の
生
息

地
と
し
て
は
不
十
分

で
あ
り
、
乾
燥
帯
も
草
原

と

し
て
の
性
格
は
薄

く
面
積
も
少
な
い
。

ま
た
、

カ

ラ
、

ヒ
タ
キ
類
が
多
数
確
認
で
き

た
こ
と
も
こ
れ

を
裏
づ
け

て
い
る
。

帯
状

セ
ン
サ
ス
で

一
四
科

三
二
種

を

確

認

し

た
。
昆
虫

に
つ
い
て
は
カ
オ
ジ

ロ
ト

ン

ボ

が

多

く
、
蜻
蛉
目
類
の
幼
虫
が
確
認

さ
れ
た
。
蝶
類

に

つ
い
て
は
湿
原
を
と
り
ま
く
周
辺

で
ほ
と
ん
ど
確

認
し
、
吸
水
、
吸
密
活
動

に
お
と
ず
れ
る
も
の
も

限
ら
れ
て
い
る
。

蜻
蛉

目
二
科

八
種
、
鞘
翅
目

二
四
科
六
五
種
、

蝶
類
六
科

三
七
種
を
確
認

し
て
い
る
。
な
お
、
プ

ラ
ソ
ク
ト

ン
は
二
七
科

三
三
種

に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
動
物

に

つ
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
が

略
す

る
。

お
わ
り
に

限
ら
れ
た
紙
面
で
報
告
す
る
こ
と
に
は
限
度
が

あ

る
が
、
内
容
の

一
部

の
概
要

で
も
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
幸

い
で
あ

る
。
本
調
査

に
当

っ
て
文
献

・

資
料

の
集
収
が
困
難

で
あ
り
、
調
査
計
画

に
手
間

ど

っ
た
。

こ
の
中
で
、
館
脇
博
士
、
伊
藤
博
士
、

梅
沢
氏

の
浮
島

湿
原

の
文
献

を
有
効

に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
関
係
機
関

の
ご
援
助

に

心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。
さ
ら

に
直
接
所
轄

で
あ

る
上
川
営

林
署
も
当
初

と
ち
が

い
、
湿
原
の

保
護
、
管
理
対
策

に
積
極
的

な
姿
勢
を
見
せ
て
い

た
だ

い
た
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
喜
ば
し

い
と
考
え

て
い
る
も

の
で
あ
る
。
(
上
川
町
自
然
科
学
研
究
会
)
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